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この紙は国内回収新聞古紙 100％のリサイクルペーパーです。 
Towards １ 独立自由人   Be independent and free. 
enjoying ２ 知的野生人      Be intellectual yet down-to-earth. 
21st century ３ 草根世界人      Be international yet act locally. 

 
「ハチドリのひとしずく～いま、私にできること」         波多野毅 

 

長男・澄悦（小３）が帰宅するなり「お父さん！お父さん！お父さんがいつも話してい

るハチドリの話を校長先生がしたんだよ！」と少し興奮気味に駆け寄ってきた。 

「ハチドリの話」とは、TAO 塾に毎年遊びに来てくれている辻信一さんが日本に紹介し

た南米に伝わるわずか 17 行の短い物語だ。今夏、NHK が特集番組を持った事で火がつき、

最近では「北の国から」の蛍役・中嶋朋子や、小泉今日子、坂本龍一などの著名人もこの

話を拡める一役をかってくれ、辻さんが監修した本「ハチドリのひとしずく～いま私にで

きること」（光文社）は 10 万部を超えるベストセラーになった。 

長男の通う小国町立宮原小学校の渡邊秀雄校長先生と話をしてみると、今全国的に問題

になっているイジメ問題を自分のこととして考えてもらいたい！とこの「ハチドリ」の話

を全校集会で紹介したという。校長先生の卓見に拍手を送りたい。イジメ問題で注目され

るのはイジメられた子とイジメた子だが、それを見て見ぬふりした生徒一人一人のあり方

を考えたい。まさにこれは我々大人社会の縮図なのだ。生徒達ばかりでなく、大人達の回

りに蔓延する人や環境への「イジメ」の実態を傍観者としてではなく主体的に考え、ささ

やかでも「今、私にできること」を身近なところから実践していく勇気を持ちたい。 

辻さんの紹介で、来る 12 月 6～8 日この「ハチドリ」の歌を歌うシンガーソングライ

ターのアンニャ・ライト（豪州）さんが TAO にステイする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 森が燃えていました。森の生き物達は我先にと逃げていきまし

た。でもクリキンディという名のハチドリだけはいったりきた

り、くちばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは火の上に落とし

ていきます。動物たちがそれをみて「そんなことをしていった

い何になるんだ」といって笑います。クリキンディはこう答え

ました。  「私は、私にできることをしているだけ」 



 

 

 

 

 

 

◎TAO 塾マンツーマン指導&クラス 5000 円～ 

《合格実績》 久留米附設・西南学院・ 

ICU・弘学館・濟々黌・第一・電波高専・ 

八代高専・真和・マリスト・必由館・ 

九学・活水女・学園大・東稜・熊本北など 

《卒業生進路》 大分大医･京都大理/工･ 

東京都立大･東京農工大･熊大薬･佐大理/農･ 

宮大･北九大･県立大英/総･上智･立命館･早稲田 

明治･法政･東農大･関外大･APU･ｶﾙﾌｫﾙﾆｱ州立大など 
 

 

              ◎TAO 塾キッズ英語（2 歳～高学年）5000 円～ 

マンツーマン（自宅派遣可）と少人数クラスがあ

ります。独自メソッドで驚きの効果が出る英語レ

ッスンです。お母さんも一緒に学ぶコースも有。 

 

              ◎TAO 塾大人英会話クラス 

（TOEIC･留学対策個人指導も）5000 円～               

日本人講師による通常的な授業＋外国人 

との直接実践練習が実力を短期間でつけ 

るコツです。定期的にネイティブスピー 

カー同伴クラスを実施します。 

 

            ◎TAO 塾英語を学びながら社会学 3000 円～ 

英語入門レベル対象に、外国人ゲストと 

異文化交流をしながら英会話を楽しく 

学んでいくコースです。 

 

 

◎TAO 塾料理教室 2000 円～2500 円 

トムクルーズやマドンナも実践。 

健康にも環境にもいい料理法。 

病院助産師とマクロビオティック 

インストラクターによる 

美味しく・綺麗になる料理教室。 

 第一回目は、11 月 29 日（水）1 時半 

 

 
 

生徒募集中 

 

 

 

高校で伸びる 
真の実力を！ 

話せる英語を！ 
英語資格取得を！ 

外国人と楽しく 
交流できる人に！ 

美味しく健康！ 
マクロビオティック

入門！ 

☆ 問合せ＆申し込みは波多野まで ０９0-1978－051６

チ
ャ
ン
ス
！ 



★ １２月７日（木）アンニャ・ライト ミニライブ＆トーク 

 

 
 
                 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★１２月 18 日（月） 国連上席顧問 北谷勝秀氏講演会 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

とき   12月 7日（木）夜 8時～9時 

 

ところ  小国産交バスビル１F TAO塾 

 

テーマ  「いま、私にできること」 

 

参加費  500円 

 

とき  12月１８日（月）夜７時半～9時 

 

ところ  小国産交バスビル１F TAO塾 

 

テーマ  「国際感覚・先見性・思いやり」 

 

参加費  500円 

 

 

 
2005 年ラオス研修には TAO 代表
波多野も同行。北谷さんに不発弾

処理現場にも連れて行ってもらう 

アンニャの最新 CD はハチドリの 

ひとしずくをテーマにした曲だ。 

アンニャ・ライト氏プロフィール 

環境活動家。シンガーソングライター。スウェーデンに生まれ、オーストラリアに育

つ。10 代より環境活動家としてオーストラリア、マレーシア、日本などを中心に活躍。

「ディープエコロジー」哲学にもとづく環境教育の実践でも知られる。1999 年日本

の仲間たちとＮＧＯ「ナマケモノ倶楽部」を結成、以来その世話人をつとめる。現在

はオーストラリアで２児の母親業をこなしながら環境活動に取り組む。 

北谷勝秀氏プロフィール 

インドネシア・パキスタンにて国連開発計画(UNDP)常駐代表補、ニューヨーク本

部でアジア局第一部部長等を歴任。1986 年から 1990 年まで国連ミャンマー常

駐代表。1990 年から 1993 年まで国連人工基金事務局次長。30 年以上貧困・

環境・人口・女性などの問題に取り組んできた。長安大学名誉教授、地球環境平和

財団会長、NPO2050 代表、熊本大学客員教授、TAO 塾顧問。 



～ほぼ毎日更新はたのたけしのブログ日記より～ 

http://plaza.rakuten.co.jp/taopot/ 

 

 某月某日▼北九州市にある西日本工業大学で「社会倫理」の講師をすること

になった。一回目の授業では「懐かしい未来づくり」をテーマに講義。ヘレ

ナ・ノーバーグ・ホッジの著書から採ったタイトルだが最近、彼女の主催す

る NGO が作った本の日本語版「食と農から暮らしを変える、社会を変える

~行動のためのヒント集」（開発と未来工房）が出版された。「スローフード」

「食育」という言葉もすっかり「陳腐な記号」と化した昨今、問題の構造的

理解と即実践につながる優良な情報がつまっている良本。TAO に置いてあ

ります！ 

 

某月某日▼第９２回ＴＡＯ社会人講座の講師は近畿大学経済学部教授の坂

田裕輔さん。「スローエコノミーの可能性」と題して話してもらった。ＢＵ

ＳＹを語源とするＢＵＳＩＮＥＳＳにＳＬＯＷとは矛盾するようだが、本

来、経済を成り立たせるビジネスは、「経世済民」、つまり、「世の中を治め、

人民の苦しみを救うこと」、そして「世の中を平和にして、人びとを幸せに

すること」のためのシステムと考え、彼が理事を務めるスロービジネススク

ール（中村隆市校長）では「いのちを大切にする仕事」のことを「スロービ

ジネス」と呼ぶ。坂田さんは語る。「スローとは際限なく準備するファスト

な価値観ではなく、今を愉しみ明日をよりよく生きるということだ。そこに

は、内面に向かう向上心がある。だから、スローイコール怠惰ではない。ス

ローは努力を伴うもの。その中身は人それぞれ。相手にする生き物、そのリ

ズムやペースによって異なる。農家が特徴的。野菜や果物を急かしても、大

きくなってはくれない。」 

 

某月某日▼寺子屋ＴＡＯ塾で、「懐かしい未来～ラダックから学ぶこと」と

いうドキュメンタリービデオの上映会をする。熊本市でマクロビオティック

食を薦める古川實人医師ほか地元の栄養士や助産師なども参加してくれた。

インドの最北部、ラダックはチベット仏教が篤く信仰され、質素倹約と助け

合い、環境に対する地域特有の知識を培うことで、人びとは豊かにたくまし

く暮らすことができていた。ビデオはそんなラダックの伝統的な社会と、そ

こに襲いかかった近代化の波の影響を描き、我々に「進歩」とは何かという

ことを深く考えさせられる。医療の問題の背景にある「現代」という名の病

状の原因について、ヒントを投げかけている。 


